
【テーマ】 フラスコ実験の原理を解明しよう     年   番 名前         ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問１】上の図のような実験器具を準備し，沸騰石を入れて丸底フラスコを加熱します。 

温度が上がると，水の中に入れたガラス管の先はどうなりますか。 

ア 何も起こらない。 

イ 最初は何も起こらないが，沸騰するとしだいに泡が出始める。 

ウ 最初は泡が出るが，沸騰するとしだいに泡が出なくなる。 

エ 最初から，泡がずっと出続ける。 

 

 

【質問２】沸騰が始まったら，ガラス管の先を外に出してみます。どうなるでしょうか。 

ア 何も出てこない。 

イ 目に見えない透明な気体が出る。 

ウ 目に見える湯気（ゆげ）が出る。 

 

 

【質問３】再び，ガラス管の先を水に入れ，加熱をやめて温度を下げます。どうなるでしょうか。 

ア 何も起こらない。 

イ 再び，ガラス管の先から，泡が出始める。 

ウ ビーカーの水が，吸い上がってくる。 

 

 

３つの「フラスコ実験の原理」を考えてみましょう。 

自分の予想 

自分の予想 

自分の予想 

実験結果 

実験結果 

実験結果 



加熱を始めるとガラス管の先から 

最初は，    の分子が出てきて 

泡が発生します。 

次に，    の分子が出てきて 

泡は発生しません。 

なぜ泡が発生しなくなったのかな？ 

空気の分子 

水の分子 

【エキスパートＡ】  フラスコの中の気体  アンダーライン部分を埋めよう 

 

① 私たちのまわりにある物質は，小さな小さな原子と呼ばれる粒子からできています。原子は

とても小さくて目で見ることはできません。１億倍しても数cmの大きさしかありません。 空

気の場合，原子が２個ずつ結合し，空気の分子と呼ばれる粒子になって飛び回っています。 

 

② ストローでジュースを飲む時，ふざけて空気を吹き出すと，水面に泡がぼこぼこ出てくるこ

とがあります。空気の分子は，ほとんど水に溶けないため，水面に吹き出てくるのです。 

➊加熱を始めると泡が出てきたのは，フラスコの中に入っていた空気の分子が押し出されたか

らなのです。 

➋そして，沸騰が始まる頃には，フラスコの中の空気は全て外に出てなくなり，高温の水蒸気

（水の気体）で満たされるのです。 

➌すると，ガラス管の先から出てくるのは水蒸気や，細かな水滴になります。 

➍水蒸気や細かな水滴は，泡となって水面に出てくることはありません。なぜでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



液体（水）液体（水）液体（水）液体（水）    

 

気体（水蒸気）気体（水蒸気）気体（水蒸気）気体（水蒸気）    

固体（氷）固体（氷）固体（氷）固体（氷）    

気化気化気化気化    

液化液化液化液化    

温度が  がる ⇒ 液体から   へ ⇒ 「気化」 

        化化化化    

加熱加熱加熱加熱    冷却冷却冷却冷却    

        化化化化    

温度が  がる ⇒ 気体から   へ ⇒ 「液化」 

【エキスパートＢ】  水の状態変化  アンダーライン部分を埋めよう 

 

① 水は温度によって，固体（氷），液体（水），気体（水蒸気）と姿を変えます。水はとてもと

ても小さな粒（分子）からできています。 

 温度が上がって，液体の水が「気体」になると分子一つ一つがバラバラに飛び回るようにな

り「見えなく」なります。 

 温度が下がって，水の分子が集まり，「液体」の状態になると，「見える」ようになるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 物質が温度によって，「固体・液体・気体」と変化することを「状態変化」と言います。 

 フラスコの中で起きたことを，分子のモデルを使って想像してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「水が逆流した」のは⇒フラスコの中が    に近い状態になったためだろう 

でも，なぜ    に近い状態になったのだろうか？ 

【エキスパートＣ】  水が逆流した理由は？  アンダーライン部分を埋めよう 

 

加熱を止めて温度が下げると，なぜ「水は逆流した」の

でしょうか。 

 

深い海の底で生きている魚には水の重さによる圧力（水

圧）がかかっています。 

実は，空気にも重さがあり，大気の下（地面）に住んで

いる私たちも，空気の重さによる圧力（大気圧または気圧）

を受けています。 

海面付近の大気圧の大きさを１気圧と言います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 

１気圧 １気圧 

同じ高さ 

水 

空気 

１気圧 １気圧 

水 

うすい空気 

１気圧 

➊ ホースに水を入れて，Ｕ字型にすると，

水面の高さが同じになります。水面には同

じ大気圧（１気圧）がはたらくためです。 

➋ ホースの一方をふさいだとしても，外

と同じ空気が入っていれば同じ気圧です。

そのため，水面の高さは変わりません。 

➌ ところが，何らかの理由で，ふさいだ側の

空気がうすくなると，気圧が小さくなります。

そのため，外の大気圧に押されて水面が上が

ってくるのです。中が「真空」に近い状態に

なると，水は一気に上がってきます。 

➍ ストローでジュースを

飲む時は，口の中の空気を

うすくして気圧を下げて

います。「気圧の差」を利

用してジュースを吸い上

げているのです。 


